












1.はじめに

仙台市では,昭和 43年より三歳児健診時に独自の耳科専用の問診表を用いた聴覚および言

語異常のスクリーニングが行われてきた。保健婦は記入された問診表を確認しつつ面接を

行い,聴覚・言語の異常が疑われる場合には宮城県医師会ヒアリングセンターを紹介し,ヒ

アリングセンターでは検査結果に基づき必要に応じて耳鼻咽喉科医への紹介や聴能・言語

訓練の指導を行ってきた。

一方,東北大学では,昭和 50 年以来滲出性中耳炎の検出を目的にティンパノメトリーを用

いた学童検診のパイロットスタディを行い,その有効性と安全性を確認してきた。この約

15 年間の実績を基に,平成元年より仙台市の小学 1 年生全員にティンパノメトリーによる

中耳疾患のスクリーニングが行われるようになった。こうした背景から,3 歳児に対して

もパイロットスタディを行い,三歳児健診へのティンパノメトリー導入は可能かつ有効で

あり,聴覚健診の充実に重要であると判断した。

そこで,日本耳鼻咽喉科学会宮城県地方部会では,平成 2年度より地方部会長(高坂知節)直

属の三歳児健診委員会を発足させ,仙台市衛生局・各保健所・医師会と協力し,従来のアン

ケートにティンパノメトリーを加えた聴覚検診を平成 3年 1月より開始した。

本報告では,同年 12 月までの 1 年間の検診結果を集計し,本検診システムの有効性と問題

点につき検討した。


